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2022年度福岡県学校検尿結果（⼩学校・中学校）

１）⼀次検尿提出率は良好だが中学⽣がやや不良（98％ vs 95％）

２）精密検査対象者となる割合は⼩学⽣ 0.5%、中学⽣ 1%

３）精密検査受診率は不良 ⼩学⽣ 70％弱 中学⽣ 60％弱

４）精密検査で何らかの異常が発⾒される率は⾼い ⼩学⽣ 約40％ 中学⽣ 約50％

2014〜2022年度福岡県学校検尿結果（⼩学校）



2014〜2022年度福岡県学校検尿結果（中学校）

学校検尿の４つのポイント

１）⼀次検尿提出率は良好だが中学⽣がやや不良（98％ vs 95％）

２）精密検査対象者となる割合は⼩学⽣ 0.5%、中学⽣ 1%

３）精密検査受診率は不良 ⼩学⽣ 70％弱 中学⽣ 60％弱

４）精密検査で何らかの異常が発⾒される率は⾼い ⼩学⽣ 約40％ 中学⽣ 約50％



１ ⼀次検尿提出率は良好だが中学⽣がやや不良（98％ vs 95％）

⼀次〜⼆次未提出者は
精密検査対象

⼀検尿未提出者の多くは⼆次検尿も未提出︖

精密検査に向けて受診票の準備 etc.
不要な医療機関受診増加

医療費の不要な増加

⼀検尿未提出者は少なくない

⼩学校の2％、中学校の5%が⼀次検尿未提出とすると
県全体で1.2万⼈が⼀次検尿未提出

精密検査対象者の約10倍︕

本来不要な⼆次検尿の提出作業負担は⾮常に⼤

⼀検尿未提出率は低いが⺟数が多い（約40万⼈）

⼀次検尿提出率のさらなる改善は学校検尿の効率化に重要

精密検査受診者数と陽性率
未提出や不適切な採尿（体位性蛋⽩尿・経⾎の混⼊）などにより精密検査受診者数が増えると

偽陽性者が増加（陽性率が低下）するのではないか
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精密検査受診者数が増えると陽性率は低下
学校検尿の信頼性が低下

r=-0.70, p=0.03

仮説

精密検査受診者数が増えると陽性率は低下
学校検尿の信頼性が低下

検尿提出率向上・採尿の適正化

学校検尿の信頼性向上

逆に⾔えば



２ 精密検査対象者となる割合は⼩学⽣ 0.5%、中学⽣ 1%
多いようで少ない対象者︓地域全体では多数の精密検査対象者（2022年度 福岡県全体で2,758⼈）

児童⽣徒・家族のコミュニティである学級単位で考えると少数

⼩学校︓35⼈学級︓6クラスに1⼈の対象者
中学校︓40⼈学級︓2.5クラスに1⼈の対象者

⽣徒・家族にとっては稀な事象

相談者の不在

過剰な⼼配・不安︓⼼理的苦痛
学校への問い合わせ増加

⼆次検診結果を待たずに受診

周囲に精密検査受診者がいないので無視
精密検査未受診

検診結果が⼼理的苦痛とならないような、適切な精密検査受診をうながすような啓発活動が必要

３ 精密検査受診率は不良 ⼩学⽣70％弱 中学⽣60％弱

E: 
Dのうち発⾒契機
が学校検尿 

D: 
Bのうちステロイド 
を含む治療施⾏ 

C: 
Bのうち発⾒契機
が学校検尿 

B: 
AのうちIgA腎症

A:
2021年度の
初回腎⽣検数

1517182348福岡県
E/D=88% D/B=74% C/B=78% B/A=48% 

29364157147九州・沖縄合計
E/D=81% D/B=88% C/B=72% B/A=39% 

22336佐賀県
44447⻑崎県
676723熊本県
223314⼤分県
457816宮崎県
11119⿅児島県
113618沖縄県

2021年度︓⼩・中学⽣のIgA腎症の発⾒契機が学校検尿だった割合 
⽇本⼩児腎臓病学会の地域関連学会である九州⼩児ネフロロジー研究会が⼩児腎⽣検施設へ⾏っているアンケート調査

⼩児期に治療すべき主要な疾患であるIgA腎症の80〜90％が学校検尿で発⾒され、治療の契機となっている
精密検査受診未受診による発⾒・治療の遅れは予後不良につながる危険性がある



精密検査受診率の推移（2014〜2022）
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対策 ・受診票未提出者（精密検査未受診者）への受診票提出の呼び掛け
・緊急精密検査対象者（強陽性者）への未受診理由アンケート調査
・⽩⾎球尿陽性者に対する尿路感染症・腎尿路異常の説明書配布

学校へのさらなる協⼒依頼、精密検査対象者への働きかけ、児童⽣徒・家族への啓発活動

なかなか改善しない

学校から精密検査対象者への⽂書



4 精密検査で何らかの異常が発⾒される率は⾼い
⼩学⽣ 約40％ 中学⽣ 約50％

福岡市2022年度学校検尿精密検査受診者504⼈のうち
新規に尿異常を指摘された129⼈の臨床診断の内訳

⼩学⽣の37.1％、中学⽣の33.9%が何らかの異常を指摘

⾎尿、慢性腎炎症候群（以前から尿異常を指定）は⼩中学性ともに多い
蛋⽩尿は中学⽣に多い
尿路感染症、腎・尿路異常（CAKUT）は⼩学⽣に多い

精密検査未受診者の中に相当数の腎・尿路疾患が存在すると推定

精密検査対象者への受診勧奨が重要な問題

学校検尿における緊急精密検査未受診者アンケート 



まとめ
１） ⼀次検尿の提出率は⾼いがさらなる向上は学校検尿の効率化と信頼性向上に有意義

２） 検尿陽性者は⼩学校で0.5%、中学校で1％存在するが、学級単位では少数であり
検診が⼼理的苦痛とならないように、適切な精密検査受診をうながすように啓発活動必要

３） 精密検査受診率は不良で疾患の発⾒や治療のの遅れにつながる危険性がある

４） 精密検査受診者の陽性率は⾼く、未受診者にも腎・尿路疾患が多数存在すると推測

学校との協⼒︓未提出者の把握・検体提出勧奨、精密検査受診勧奨 だけでなく
お互いの意⾒交換（検体収集、⼿順など）により効率的で信頼性の⾼い検診を⽬指す

啓発活動︓ 精密検査対象者に対してだけでなく、児童⽣徒・家族全体に対して
腎臓病の正しい理解と学校検尿の重要性を知っていただく

毎年3⽉第2⽊曜⽇は世界腎臓デー（来年は3⽉14⽇）

ご清聴ありがとうございました


